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地
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学
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地
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学

　

本
稿
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
理
学
者
ハ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
（
一
八
六
一
―
一
九
四
七
）

が
そ
の
著
作
で
示
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
地
政
学 geopolitics

」
的
歴
史
理
解
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
南
方
の
ク
リ
ミ
ア
半

島
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
、
ロ
シ
ア
の
詩
人
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
（
一
八
七
七
―

一
九
三
二
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
地
詩
学 geopoetics

」
的
見
地
か
ら
の
ク
リ
ミ
ア
観
と
比
較
し
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
こ
で
「
い
わ
ゆ
る
…
…
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
の
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
も
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
も
、
自
分
で
は

「
地
政
学
」、「
地
詩
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
方
は
、
今
日
で
は
地

政
学
的
発
想
の
、
実
質
的
な
創
始
者
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
（「
地
政
学
」
と
い
う
用
語
自
体
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
政
権
下
で
『
地
政
学
雑
誌 Zeitschrift für G

eopolitik

』（
一
九
二
四
―

四
四
）、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
地
政
学
研
究
所
を
主
宰
し
た
、
カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
一
八
六
九
―
一
九
四
六
）
の

業
績
に
よ
る
１

）。
一
方
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
今
日
の
ロ
シ
ア
で
地
詩
学
的
理
念
に
基
づ
い
て
文
化

活
動
を
行
な
う
文
学
者
た
ち
か
ら
、
そ
の
精
神
的
祖
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
地
詩
学
」
を
敢
え
て
定
義
す
る
な
ら
、
あ
る
土
地
に
根
ざ
し
た
な
ん
ら
か
の
創
作
活
動
を
行
な
う
際
の
理
念
で

あ
り
、
そ
の
土
地
の
風
土
、
す
な
わ
ち
歴
史
や
文
化
等
を
、
そ
の
土
地
に
固
有
の
地
理
的
要
因
か
ら
捉
え
る
態
度
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
近
代
以
降
、
人
間
の
居
住
空
間
が
抽
象
的
座
標
軸
へ
と
ま
す
ま
す
還
元
さ
れ
て
ゆ
く
の
に
対
し
、
土
地
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と
人
間
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
２

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
地
政
学

が
今
日
の
国
際
政
治
を
め
ぐ
る
言
説
に
お
い
て
主
要
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
地
詩
学
の
方
は
、
は

る
か
に
マ
イ
ナ
ー
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
両
者
の
対
置
を
行
な

う
の
は
、
両
者
の
間
に
は
、
単
な
る
言
葉
遊
び
的
な
思
い
つ
き
に
留
ま
ら
な
い
、
よ
り
本
質
的
な
血
縁
関
係
が
あ
る
よ
う

に
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
同
時
代
を

生
き
た
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
と
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
政
学
的
、
地
詩
学
的
観
点
を
打
ち
出
す
の
が
、
ほ
ぼ
同
時
期

の
一
九
〇
五
年
前
後
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
二
人
の
間
に
は
何
の
交
渉
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
３

、
こ

の
一
致
に
は
単
な
る
偶
然
と
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
そ
の
地
政
学
的
見
地
を
最
初
に
示
し
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
一
月
二
十
五
日
に
王
立
地
理
学
協
会
で

行
な
っ
た
講
演
『
歴
史
の
地
理
学
的
な
回
転
軸The G

eographical Pivot of H
istory

』
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
、
当
時
の
極
東
で
の
日
露
関
係
の
緊
迫
が
あ
っ
た
。
講
演
の
二
週
間
後
、
二
月
六
日
に
は
日
本
が
ロ
シ
ア
に
国
交
断

絶
を
通
告
し
、
八
日
に
旅
順
港
攻
撃
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
同
講
演
の
邦
訳
者
、
曽
村
保
信
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
〔
講
演

の
〕
直
後
に
行
な
わ
れ
た
討
論
の
な
か
で
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
点
で
非
常
に
強
烈
な
感
銘
を
聴
衆

に
与
え
た
。
そ
の
一
つ
は
、
す
な
わ
ち
、
す
で
に
世
界
は
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
も
は
や
英
国
の
〝
光
栄
あ
る
孤
立
〟

の
時
代
は
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
い
ま
一
つ
は
、
近
代
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
発
展
と
拡
張
が
も
つ
と

こ
ろ
の
世
界
史
的
な
意
義
で
あ
っ
た
」４
。
す
な
わ
ち
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
自
身
の
術
語
を
用
い
る
な
ら
、
大ラ

ン
ド
・
パ
ワ
ー

陸
勢
力
大
国
と

し
て
の
ロ
シ
ア
が
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
南
下
、
お
よ
び
極
東
進
出
を
積
極
化
し
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
が
一
八
七
一
年
の
統
一

後
、
や
は
り
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
大
国
と
し
て
の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
海シ
ー
・
パ
ワ
ー

洋
勢
力
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の
覇
権
国
と
し
て
の
地
位
を
守
る
こ
と
が
、
も
は
や
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
極
東
進
出
の
要
で
あ
っ
た
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
は
、
一
八
九
一
年
の
露
仏
協
商
締
結
後
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
に
よ
り
敷
設
を
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
政
治
的
布
置
は
、
独
墺
伊
の
三
国
同
盟
、
お
よ
び
露
仏
協
商
を
軸
に
再
編
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
弱
め
る
べ
く
、
一
九
〇
二
年
に

日
英
同
盟
を
結
ぶ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
光
栄
あ
る
孤
立
」
は
終
わ
り
、「
英
国
は
地
中
海
か
ら
ス
エ
ズ
運

河
、
イ
ン
ド
洋
、
さ
ら
に
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
極
東
へ
と
連
な
る
制
海
権
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
部
を
日
本
と
共
有

す
る
こ
と
に
な
っ
た
」５
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
一
八
九
〇
年
の
西
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
消
滅
に
伴
い
、
太
平
洋
進
出
に
本
格
的
に
乗

り
出
し
た
と
い
う
事
実
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
で
の
勝
利
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
グ
ア
ム
の
獲
得
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
併
合
が
そ
の
端
緒
で
あ
る
が
、
そ
の
戦
略
上
の
基
礎
を
示
し
た
米
海
軍
少
将
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ハ
ン
（
一
八
四
〇
―
一
九
一
四
）
の
一
八
九
〇
年
の
著
書
『
海シ
ー
・
パ
ワ
ー

上
権
力
の
歴
史
に
及
ぼ
し
た
影
響 The 

Influence of Sea Pow
er upon H

istory

』（
日
本
で
は
明
治
期
よ
り
『
海
上
権
力
史
論
』
の
邦
題
で
知
ら
れ
る
）
が
、
地
政

学
の
先
駆
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
用
い
る
「
シ
ー
・
パ
ワ
ー
」
と
い
う
術
語
も
、
も

ち
ろ
ん
、
マ
ハ
ン
の
こ
の
海
上
権
力
理
論
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ハ
ン
は
一
九
〇
〇
年
の
評
論
『
ア

ジ
ア
の
問
題 The Problem

 of A
sia

』
で
は
、
大
陸
国
の
ロ
シ
ア
と
海
洋
諸
国
の
英
米
日
と
の
対
立
か
ら
当
時
の
国
際
情

勢
を
捉
え
る
見
解
を
示
し
、
先
ほ
ど
の
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
論
点
を
す
で
に
先
取
り
し
て
い
た
６

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
彼

の
諸
著
作
が
、
日
本
海
海
戦
を
率
い
た
秋
山
真
之
ら
、
日
本
海
軍
の
指
導
者
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と

も
、
よ
く
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
７

。
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こ
の
よ
う
に
、
一
九
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
に
か
け
て
の
日
露
戦
争
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
際
社
会
に
お
け
る
シ
ー
・
パ

ワ
ー
と
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
の
均
衡
関
係
が
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
情
勢
変
化
の
中
心
に
ま
さ
に
ロ
シ
ア
は
位
置
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
露
戦
争
で
の
ロ
シ

ア
の
敗
北
を
受
け
、
一
九
〇
七
年
に
ロ
シ
ア
と
英
露
協
商
を
結
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
は
、
独
墺
伊
の
三

国
同
盟
、
お
よ
び
英
仏
露
の
三
国
協
商
に
二
極
化
し
、
や
が
て
一
九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
へ
突
入
し
て
い
っ
た
。

一
九
一
九
年
に
書
か
れ
た
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
主
著
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
と
現
実 D

em
ocratic Ideals and Reality

』

は
、
こ
の
大
戦
の
経
験
を
踏
ま
え
、
大
戦
後
に
創
設
さ
れ
た
国
際
連
盟
の
あ
り
方
に
対
す
る
一
つ
の
警
告
と
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
危
惧
し
た
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
二
国
で
占
め
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
」
か
ら
中
欧
ま
で
の
一
帯
を
制
す
る
国
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
現
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
「
世
界
島
」
と
し
て

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
大
陸
全
体
を
支
配
す
る
強
大
な
勢
力
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。「
そ
れ
は
北
は
バ
ル
ト
海
、
南
は
黒
海
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
た
地
峡
を
完
全
に
占
拠
し
、
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
海
を
閉

鎖
海
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
完
成
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
外
部
の
シ
ー
・
パ
ワ
ー
か
ら
の
有
力

な
干
渉
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
い
ず
れ
中セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ワ
ー
ズ

欧
の
国
家
―
―

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
中
欧
と
東
欧
の
一
部
を
支
配
す
る
国
家
群
の
こ
と
を
、
い
つ
し
か
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た 

―
―
は
、
や
が
て
地
中
海
に
進
出
し
て
、
そ
の
制
海
権
も
手
に
入
れ
、
ア
フ
リ
カ
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
は
文
字
通
り
一
体
に

な
っ
て
世
界
島
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」８
。
す
な
わ
ち
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
言
う
「
近
代
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の

発
展
と
拡
張
」
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
以
来
の
バ
ル
ト
海
、
お
よ
び
黒
海
へ
の
通
路
獲
得
の
追
求
を
力
学
的
軸
と
し
て
な
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さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
拠
点
を
な
す
の
が
、
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
あ
り
、
ま
た
ク
リ
ミ
ア
半
島
な
の
で
あ
っ

た
。

　

一
九
〇
五
年
前
後
の
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
文
学
活
動
は
、
こ
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ク
リ
ミ
ア
を
両
極
と
し
て
行
な
わ
れ
て

い
た
。
彼
は
一
九
〇
七
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
ク
リ
ミ
ア
東
岸
の
コ
ク
テ
ベ
リ
に
移
住
し
、
そ
こ
で
前
年
の
一
九
〇
六

年
よ
り
着
手
さ
れ
て
い
た
連
作
詩
『
キ
ン
メ
リ
ヤ
の
夕
闇 K

im
m

erijskie sum
erki

』
の
執
筆
を
進
め
る
が
（
最
終
的
に
完

成
を
見
る
の
は
一
九
一
〇
年
）、
こ
れ
が
彼
の
ク
リ
ミ
ア
を
主
題
と
し
た
作
品
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
並

行
し
て
、
主
に
ク
リ
ミ
ア
東
岸
の
フ
ェ
オ
ド
シ
ア
出
身
の
画
家
Ｋ
・
ボ
ガ
エ
フ
ス
キ
イ
に
関
す
る
評
論
に
お
い
て
、
ヴ
ォ

ロ
ー
シ
ン
は
自
ら
の
「
地
詩
学
」
的
な
ク
リ
ミ
ア
観
を
表
明
し
て
い
っ
た
９

。
そ
の
後
、
彼
が
生
涯
を
通
じ
て
コ
ク
テ
ベ

リ
を
創
作
の
本
拠
と
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
今
日
、
ク
リ
ミ
ア
を
拠
点
に
地
詩
学
を
提
唱
す
る
文
学
者
ら
に
よ
っ

て
、
そ
の
先
駆
者
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
地
詩
学
」
と
い
う
理
念
を
最
初
に
発
案
し
た
の
は
、
一
九
八
九
年

に
国
際
地
詩
学
研
究
所
を
設
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
詩
人
ケ
ネ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト K

enneth W
hite 

（
一
九
三
六

―
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
⓾
、
ク
リ
ミ
ア
出
身
の
詩
人
イ
ー
ゴ
リ
・
シ
ッ
ド Igor' Sid

（
一
九
六
三
―
）
が
や
は

り
同
じ
理
念
の
も
と
、
一
九
九
三
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
ク
リ
ミ
ア
で
「
現
代
文
化
の
ボ
ス
ポ
ロ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ

ム Bosporskie forum
y sovrem

ennoj kul'tury

」
を
主
催
し
、
九
五
年
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
「
ク
リ
ミ
ア
地
詩
学
ク
ラ
ブ 
K

rym
skij geopoeticheskij klub

」
を
設
立
し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
ボ
ス
ポ
ロ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

の
は
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
コ
ク
テ
ベ
リ
の
自
宅
を
広
く
人
々
に
開
放
し
た
「
詩
人
の
家
」（
そ
こ
で
は
言
葉
の
真
の
意

味
で
創
造
的
な
、
人
々
の
出
会
い
が
あ
っ
た
）
で
あ
り
、
ま
た
、「
ク
リ
ミ
ア
地
詩
学
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
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リ
ッ
ク
な
「
創
始
者
」
と
し
て
の
地
位
が
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
に
与
え
ら
れ
た
⓫
。
シ
ッ
ド
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
の
〔
回
想
で
の
〕
解
釈
に
よ
る
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
見
て
、

世
界
文
学
に
お
け
る
地
詩
学
（
こ
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
何
で
あ
れ
）
の
最
初
の
、
同
時
に
巨
人
的
な
人
物
で
あ 

る
」⓬
。
こ
う
し
て
、
二
十
世
紀
の
初
め
と
終
わ
り
に
―
―
ソ
連
成
立
前
と
崩
壊
後
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
―
―
同
じ
ク
リ

ミ
ア
の
地
で
地
詩
学
的
動
き
が
起
こ
っ
た
の
も
、
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
も

述
べ
て
い
る
通
り
、
ク
リ
ミ
ア
は
そ
の
特
殊
な
地
理
的
位
置
ゆ
え
に
複
雑
な
歴
史
を
経
験
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
そ
う

し
た
地
政
学
的
要
因
こ
そ
が
、
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
詩
学
は
、

ま
さ
に
そ
の
た
め
に
つ
ね
に
ク
リ
ミ
ア
の
地
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
政ポ
リ
チ
カ治

へ
の
、
一
つ
の
反
作
用
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
⓭
。

　

一
九
〇
五
年
前
後
に
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
地
詩
学
的
発
想
へ
と
導
か
れ
て
い
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
当
時
の
ロ
シ
ア
詩
壇

の
状
況
も
大
き
く
関
与
し
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
時
期
は
ロ
シ
ア
象
徴
主
義
の
隆
盛
期
に
当
た
る
が
、
ヴ
ォ

ロ
ー
シ
ン
が
ク
リ
ミ
ア
の
地
で
「
歴
史
的
風
景
（
画
） istoricheskij pejzazh

」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
創
作
を
行
な

う
こ
と
に
な
る
の
も
、
こ
の
象
徴
主
義
的
環
境
の
中
で
養
わ
れ
た
詩ポ
エ
チ
カ学

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ロ
シ
ア
象
徴
主
義
の

機
関
誌
的
存
在
で
あ
っ
た
雑
誌
『
天
秤
座
』
の
創
刊
は
一
九
〇
四
年
、『
金
羊
毛
』
の
創
刊
は
一
九
〇
六
年
で
あ
る
が
、

当
時
パ
リ
に
住
ん
で
い
た
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、
前
者
の
パ
リ
特
派
員
と
し
て
寄
稿
し
て
い
た
。
一
九
〇
五
年
に
は
、
西
欧

か
ら
ロ
シ
ア
に
帰
国
し
た
詩
人
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ワ
ー
ノ
フ
が
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
「
塔
」
と
呼
ば
れ
た
建
物
に
居

を
構
え
、
そ
こ
で
「
水
曜
会
」
の
集
ま
り
を
始
め
る
。
一
方
、
一
九
〇
六
年
四
月
に
Ｍ
・
サ
バ
シ
ュ
ニ
コ
ワ
と
結
婚
後
、

パ
リ
を
引
き
上
げ
、
ロ
シ
ア
へ
戻
っ
た
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、「
水
曜
会
」
の
常
連
と
な
り
、
そ
の
討
論
に
積
極
的
に
参
加
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
十
月
に
は
「
塔
」
の
イ
ワ
ー
ノ
フ
宅
の
一
階
下
の
部
屋
を
住
居
と
し
、
十
二
月
に
は
、
前

述
し
た
通
り
、『
キ
ン
メ
リ
ヤ
の
夕
闇
』
の
第
一
篇
が
書
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
イ
ワ
ー
ノ
フ
の
強
い
影
響

下
に
あ
っ
た
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、
と
り
わ
け
「
水
曜
会
」
で
の
「
エ
ロ
ス
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
入
れ
込
み
、
そ
れ
が
や

が
て
彼
自
身
の
「
歴
史
的
風
景
（
画
）」
と
い
う
考
え
に
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
⓮
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
折
、

一
九
〇
七
年
三
月
頃
か
ら
イ
ワ
ー
ノ
フ
と
サ
バ
シ
ュ
ニ
コ
ワ
の
間
に
恋
愛
関
係
が
生
ま
れ
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
失
意
の
う

ち
に
ク
リ
ミ
ア
の
コ
ク
テ
ベ
リ
へ
去
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
『
キ
ン
メ
リ
ヤ
の
夕
闇
』
の
本
格
的
な
執
筆
に
か

か
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
あ
た
か
も
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
個
人
的
生
と
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
地
政
学
的
状
況
、
そ
の
潜
在
的
力
学
と
が

照
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
彼
の
創
作
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ク
リ
ミ
ア
と
い
う
両
極
の
緊
張
関
係
の
う
ち
に
進
め
ら
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
想
い
起
こ
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
自
ら
の
住
む
ク
リ
ミ
ア
東
岸
を
「
キ
ン
メ
リ
ヤ 

K
im

m
erija

」
と
命
名
し
、
そ
れ
が
彼
の
ク
リ
ミ
ア
観
の
枢
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
治
下

の
一
七
八
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
属
国
で
あ
っ
た
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
が
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
際
、
こ
の
ク
リ
ミ
ア
半

島
は
、
そ
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
名
に
ち
な
み
「
タ
ヴ
リ
ダ Tavrida

」（
タ
ヴ
リ
ダ
州 Tavricheskaja oblast'

）
と
命
名
さ
れ
、

ロ
シ
ア
詩
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
十
八
世
紀
以
来
、
ク
リ
ミ
ア
の
伝
統
的
な
呼
称
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
「
ク
ル
ィ

ム K
rym

」
か
ら
「
タ
ヴ
リ
ダ
」
へ
の
改
名
に
は
、
あ
る
政
治
的
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
当
時
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
二
世
が
抱
い
て
い
た
「
ギ
リ
シ
ア
計
画
」
―
―
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
を
ト
ル
コ
よ
り
奪
回
し
、
そ
こ
を
首
都
に
ギ

リ
シ
ア
正
教
帝
国
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画
―
―
の
理
念
を
背
景
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ク
リ
ミ
ア
の
ギ

リ
シ
ア
化
と
い
う
路
線
に
従
い
、
ク
リ
ミ
ア
統
治
を
任
さ
れ
た
新ノ
ヴ
ォロ

シ
ア
総
督
Ｇ
・
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
は
、
半
島
各
地
の
都

75 



市
を
ギ
リ
シ
ア
名
に
改
名
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、「
タ
ヴ
リ
ダ
」
と
い
う
伝
統
的
呼
称

に
潜
む
文
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
意
図
に
抗
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
ク
リ
ミ
ア
東
岸
を
こ
と
さ
ら
に
「
キ
ン
メ
リ
ヤ
」

と
呼
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
彼
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
名
が
持
つ
多
言
語
性
で
あ
る
。
彼
は
こ
の

名
が
語
源
的
に
は
「
闇
、
蝕
」
を
意
味
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
語
根
は
タ
タ
ー
ル
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、

ロ
シ
ア
語
等
に
も
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
タ
ヴ
リ
ダ
」
と
い
う
地
名
が
、
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
「
正
統

的
」
文
化
へ
の
一
元
化
を
目
指
す
の
に
対
し
、「
キ
ン
メ
リ
ヤ
」
の
ほ
う
は
文
化
の
多
元
化
を
志
向
す
る
⓯
。
言
い
換
え
る

な
ら
、
土
地
の
統
治
と
い
う
政ポ
リ
チ
カ治
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
一
元
化
が
あ
る
意
味
で
宿
命
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

詩ポ
エ
チ
カ学

は
そ
の
宿
命
を
解
体
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ク
リ
ミ
ア
の
二
極
の
対
置
に
戻
る
な
ら
、
歴
史
的
陽ポ
ジ

と
し
て
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に

対
し
、
ク
リ
ミ
ア
は
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
に
よ
る
な
ら
ば
、
歴
史
的
陰ネ
ガ
、「
蝕
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（「
歴
史
的

辺
境
」
と
い
う
の
が
、
彼
の
ク
リ
ミ
ア
の
定
義
で
あ
る
）⓰
。
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
大
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
ク
リ

ミ
ア
は
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
に
対
峙
す
る
二
つ
の
拠
点
の
一
方
で
あ
っ
た
が
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
あ
く
ま
で
も
そ
れ
を

「
詩ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク

＝
創
造
的
」
に
解
体
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
解
体
は
、
自
ら
が
生
に
お
い
て
占
め
る
位
置
を
、
地
理
・
歴
史
的
な
時

空
間
の
中
で
解
釈
し
、
そ
の
時
空
間
を
も
自
ら
の
生
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
織
り
込
む
と
い
う
行

為
を
通
し
て
な
さ
れ
る
が
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
場
合
の
そ
れ
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
の
地
理
・
歴
史
と
自
ら

の
生
を
恣
意
的
な
ま
で
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
い
わ
ば
、
地
理
・
歴
史
の
無
根
拠
な
固
有
化
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。
イ
ワ
ー
ノ
フ
の
住
ん
だ
「
塔
」
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
タ
ブ
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
イ
通
り
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
通
り

の
名
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
の
た
め
に
築
か
れ
た
タ
ヴ
リ
ダ
宮
殿 Tavricheskij dvorets

に
由
来
す
る
。
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ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
こ
の
陽フ

ァ

ル

ス

根
＝
男
根
的
、
か
つ
秘エ

ゾ
テ
リ
ッ
ク

教
的
な
「
塔 Bashnja

」
を
去
り
、
タ
ヴ
リ
ダ
な
ら
ぬ
キ
ン
メ
リ
ヤ
の

地
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
開エ
ク
ソ
テ
リ
ッ
ク

放
的
な
「
詩
人
の
家 D

om
 poeta

」
を
置
い
た
の
だ
っ
た
。

二
．
陸
と
海
、
ク
リ
ミ
ア
と
ロ
シ
ア

　

以
下
で
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
的
理
解
に
お
け
る
ク
リ
ミ
ア
の
位
置
づ
け
を
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
見
解
と
比

較
し
つ
つ
、
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
争
直
前
の
『
歴
史
の

地
理
学
的
な
回
転
軸
』
の
み
な
ら
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
と
現
実
』
を
、
ま
た
、
ヴ
ォ

ロ
ー
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
五
年
に
書
か
れ
た
『
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
、
芸
術
、
史
跡 K

ul'tura, iskusstvo, pam
jatniki 

K
rym

a

』
を
主
に
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
い
⓱
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
九
〇
五
年
前
後
に
生
ま
れ
た
両
者
の
発
想

が
、
完
成
さ
れ
、
か
つ
敷
衍
さ
れ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
的
発
想
の
根
幹
は
、
右
に
見
て
き
た
こ
と
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー

と
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
を
対
置
し
、
そ
の
拮
抗
関
係
の
変
遷
と
し
て
歴
史
を
見
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ド
・
パ

ワ
ー
が
草
原
を
馬
で
、
砂
漠
を
駱
駝
で
機
動
的
に
移
動
す
る
勢
力
を
指
し
、
特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
の
諸
民
族
が
念
頭

に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
は
海
を
船
で
移
動
す
る
勢
力
を
指
す
。
古
代
以
来
の
世
界
史
を
通
覧
す
る

と
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
が
世
界
的
に
大
き
な
勢
力
と
な
る
の
は
、
か
な
り
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
発
展

段
階
は
、（
一
）
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
な
ど
の
古
代
河
川
文
明
、（
二
）
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
等
の
内
海
文
明
の

時
代
を
経
て
、（
三
）
イ
ス
ラ
ム
帝
国
や
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
外
洋
文
明
の
時
代
に
到
り
、
十
六
世
紀
の
西
欧
諸
国
に
よ
る

「
大
航
海
時
代
」
で
そ
の
最
終
段
階
を
迎
え
る
。
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
に
「
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
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勢
力
的
な
立
場
」［
Ｇ
：
二
七
三
］
の
逆
転
が
起
こ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
洋
へ
の
広
範
な
進
出
に
よ
っ
て
、
西
欧
諸
国
は

「
海
側
か
ら
彼
ら
〔
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
族
〕
の
後
背
を
衝
く
」
こ
と
が
可
能
に
な
り
（
そ
れ
ま
で
は
「
ス
エ
ズ
地
峡

が
シ
ー
・
パ
ワ
ー
を
東
と
西
に
大
き
く
分
け
て
い
た
」［
Ｇ
：
二
七
一
］）、「
こ
れ
ま
で
彼
ら
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
〕
の
存
在

に
脅
威
を
与
え
て
い
た
ア
ジ
ア
の
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
を
、
こ
ん
ど
は
逆
に
政
治
的
、
軍
事
的
に
包
囲
で
き
る
立
場
に
立
っ

た
」［
Ｇ
：
二
七
四
］
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
マ
ハ
ン
ら
の
海
上
権
力
論
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
表
現
に
よ
る
な
ら
「
前
世
紀
の
末
に
ア
メ
リ
カ
の
提
督
マ

ハ
ン
が
世
に
問
う
た
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
新
し
い
福
音
」［
Ｄ
：
二
九
］
も
、
十
六
世
紀
以
降
可
能
と
な
っ
た
、
外
洋
の
無

際
限
の
移
動
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
世
界
の
陸
地
が
離
れ
ば
な
れ
に
存
在
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
こ

れ
を
取
り
囲
ん
で
い
る
海
は
ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
や
が
て
〝
海
を
制
す
る
者
は
世
界
を
制
す

る
〟
と
い
う
制
海
権
の
理
論
に
地
理
学
的
な
根
拠
を
あ
た
え
た
」［
Ｇ
：
二
七
三
］。
し
か
し
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
独
自
性

は
、
こ
う
し
た
見
方
に
疑
義
を
唱
え
、
マ
ハ
ン
の
言
う
シ
ー
・
パ
ワ
ー
に
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
を
対
置
し
、
両
者
の
バ
ラ
ン

ス
を
追
う
こ
と
を
自
ら
の
発
想
の
根
幹
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
十
六

世
紀
は
け
っ
し
て
シ
ー
・
パ
ワ
ー
優
位
が
確
立
し
た
時
代
で
は
な
か
っ
た
。「
西
欧
諸
国
が
海
上
に
勢
力
を
拡
大
し
た

チ
ュ
ー
ダ
ー
王
朝
の
世
紀
は
、
同
時
に
ま
た
ロ
シ
ア
が
モ
ス
ク
ワ
を
起
点
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
発
展
を
と
げ
た
時
期
で
も

あ
っ
た
わ
け
だ
。〔
…
…
〕
こ
れ
ら
の
両
者
が
持
つ
政
治
的
な
意
味
の
重
大
さ
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
優
る
と
も
劣
る

と
も
い
え
な
い
気
が
す
る
」［
Ｇ
：
二
七
四
―
二
七
五
］⓲
。
実
際
、「
世
界
を
制
す
る
」
の
は
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
の
方
だ
と

い
う
の
が
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
結
論
で
あ
り
、
日
露
戦
争
直
前
の
一
九
〇
四
年
当
時
は
「
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
の
ほ
う
も
、
ま

だ
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
る
ば
か
り
か
、
最、

、

、

、

、

、

、

、

近
の
一
連
の
事
件
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
大
さ
が
増
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
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い
る
」［
Ｇ
：
二
七
四；

傍
点
は
引
用
者
］
の
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
に
よ
る
「
地
詩
学
」
的
言
説
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
歴
史
に
お
け
る
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と

シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
拮
抗
と
い
う
契
機
は
、
彼
の
ク
リ
ミ
ア
観
の
う
ち
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
半
島
と
は
い
え
、

ア
ゾ
フ
海
や
数
々
の
塩
湖
、
砂
洲
に
よ
っ
て
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
深
い
入
江
や
海
峡
に
よ
り
海
を
自
ら
の
う
ち
に
取

り
込
ん
で
い
る
ク
リ
ミ
ア
は
、
陸
と
海
と
が
相
互
浸
透
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は

次
の
よ
う
に
ク
リ
ミ
ア
の
歴
史
を
定
式
化
す
る
。「『
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
』
と
『
マ
レ
・
イ
ン
テ
ル
ヌ
ム
』
が
ク
リ
ミ
ア

の
歴
史
を
規
定
し
て
き
た
」［
二
一
二
］。「
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ D

ikoe Pole

」
と
は
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
と
ロ
シ
ア
と
の
間

に
広
が
る
草
原
の
古
名
で
あ
り
、「
マ
レ
・
イ
ン
テ
ル
ヌ
ム M

are Internum

」（
原
義
は
内
海
）
は
、
知
ら
れ
る
通
り
、
地

中
海
の
ラ
テ
ン
名
で
あ
る
⓳
。
ク
リ
ミ
ア
に
と
っ
て
、
大
陸
は
流
動
的
要
素
を
な
し
、
そ
こ
を
通
っ
て
「
ア
ジ
ア
の
奥
地

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
諸
人
種
、
諸
民
族
の
氷
河
と
雪
崩
が
流
れ
て
く
る
大
洋
の
水
路
」［
二
一
二
］
で
あ
り
、
一
方
、
海

は
安
定
的
要
素
を
な
し
、
そ
こ
で
は
「
絶
え
間
な
く
規
則
正
し
い
脈
拍
と
な
っ
て
地
中
海
文
化
の
潮
が
満
ち
干
」
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
ク
リ
ミ
ア
の
い
わ
ば
歴
史
的
地
層
が
形
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

「
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
に
と
っ
て
ク
リ
ミ
ア
は
最
果
て
の
淀
み
〔zavod'

〕
で
あ
っ
た
。〔
…
…
〕
そ
こ
へ
人
間
の
奔
流
を

な
す
一
つ
一
つ
の
流
れ
が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
注
ぎ
込
み
、
穏
や
か
な
行
き
ど
ま
り
の
淀
み
の
中
で
動
き
を
鈍
め
、
浅
い
底

に
そ
の
泥
濘
を
積
も
ら
せ
、
互
い
に
層
を
な
し
て
重
な
り
、
や
が
て
有
機
的
に
混
じ
り
あ
っ
た
の
だ
っ
た
」［
二
一
二
］。

　

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
「
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
の
沖
積
層
」
を
な
す
の
は
、「
キ
ン
メ
リ
オ
イ
、
タ
ウ
ロ
イ
、
ス
キ

タ
イ
、
サ
ル
マ
タ
イ
、
ス
ラ
ヴ
…
…
」
の
諸
民
族
［
二
一
二
］、
つ
ま
り
は
、（
ス
ラ
ヴ
人
を
除
き
）
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が

歴
史
上
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
を
担
っ
て
き
た
勢
力
と
見
な
し
て
い
る
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
の
草
原
を
馬
で
移
動
す
る
民
族
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た
ち
で
あ
る
。
一
方
、「
ギ
リ
シ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
人
々
」
は
、「
ポ
ン

ト
ス
・
エ
ウ
ク
セ
イ
ノ
ス
〔
黒
海
の
ギ
リ
シ
ア
名
〕
の
交
易
的
、
文
化
的
酵
母 torgovye i kul'turnye drozhzhi Ponta 

Evksinskogo

」、
す
な
わ
ち
、
交
易
と
文
化
を
醸
成
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
［
二
一
二
］。
こ
ち
ら
は

シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
勢
力
で
あ
る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、「
ポ
ン
ト
ス
・
エ
ウ
ク
セ
イ
ノ
ス
の
」
と
い
う
限
定
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
先
の
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
発
展
段
階
で
言
え
ば
、
内
海
文
明
に
属
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
こ
こ
で
語
る
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
の
特
性
は
、
外
洋
文
明
の
最
終
段
階
た
る
十
六
世

紀
以
前
に
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
引
用
で
「
沖
積
層
」
を
形
成
す
る
民
族
と
し
て
最
後
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ス
ラ
ヴ
人
の
う
ち
、

十
八
世
紀
に
ク
リ
ミ
ア
に
や
っ
て
来
た
ロ
シ
ア
人
に
つ
い
て
は
別
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
十
六
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
遠
征
か
ら

ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
大
国
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
西
欧
諸
国
の
外

洋
へ
の
進
出
と
同
等
の
意
義
を
持
つ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
も
、
ロ
シ
ア
人
を
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ

か
ら
の
最
後
の
波
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
波
と
は
別
格
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

十
六
世
紀
を
境
に
「
時
代
と
視
点
が
変
化
し
た
」
の
で
あ
る
。「
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
に
と
っ
て
タ
タ
ー
ル
人
は
、
も
ち
ろ

ん
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
で
あ
っ
た
が
、
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
は
モ、

、

、

、

、

、

、

、

、

ス
ク
ワ
に
と
っ
て
は
、
そ
の
突
然
の
襲
撃
で
煩
わ
せ
る
、

威
嚇
的
な
強
盗
の
巣
窟
だ
っ
た
の
だ
」［
二
一
六；
傍
点
は
引
用
者
］。
そ
し
て
、「
十
八
世
紀
に
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
は

新
た
な
蛮バ
ル
バ
ロ
ス族の

波
に
よ
っ
て
ク
リ
ミ
ア
を
沈
め
た
。
こ
の
度
は
、
そ
れ
は
よ
り
深
刻
で
あ
り
、
か
つ
長
引
い
た
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
蛮
族
と
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
遊
牧
民
族
と
い
う
不
安
定
で
流
動
的
な
水
で
は

な
く
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
国
と
い
う
重
厚
な
土
台
だ
か
ら
で
あ
る
」［
二
一
五
］。
こ
こ
で
「
ロ
シ
ア
帝
国
」
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で
は
な
く
「
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
国
」
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
が
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
拠
点
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
と

さ
ら
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ロ
シ
ア
人
の
波
が
ク
リ
ミ
ア
に
も
た
ら
し
た
の
は
、「
火
と
剣
に
よ
る
庭
園
と
集
落
の
根
絶
」［
二
一
六
］
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
文
化
的
土
壌
の
根
絶
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ク
リ
ム
・
ハ
ン
国
の
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
の
見
事
な
治

水
術
に
よ
り
一
面
「
庭
園
」
と
化
し
た
、
ク
リ
ミ
ア
の
物
質
的
な
土
壌
の
根
絶
で
も
あ
っ
た
の
だ
（
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
ク

リ
ム
・
ハ
ン
国
時
代
に
「
ク
リ
ミ
ア
の
真
に
固
有
な
文
化
が
開
花
し
た
」［
二
一
五
］
と
し
て
い
る
）。
そ
う
し
た
根
絶
は

十
八
世
紀
前
半
の
ミ
ニ
フ
と
ラ
ッ
シ
に
よ
る
ア
ゾ
フ
海
遠
征
に
始
ま
る
が
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
に
よ
る
併
合
に
到
り
、

「
ク
リ
ミ
ア
は
、
ボ
ス
ポ
ル
ス
海
峡
の
鍵
も
持
た
ず
に
地
中
海
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
交
易
路
か
ら
遠
く
離
れ
た

と
こ
ろ
で
、
口
の
な
い
袋
の
底
で
喘
い
で
い
た
」［
二
一
六
］。
加
え
て
、
こ
の
時
代
に
は
、
先
述
し
た
ク
リ
ミ
ア
の
「
ギ

リ
シ
ア
」
化
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。「
あ
る
面
で
は
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
の
夢
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム

想
か
ら
、
ま
た
あ
る
面
で
は
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

に
よ
る
宣
伝
を
促
が
す
た
め
、
そ
れ
ら
の
都
市
に
は
擬
古
典
主
義
的
な
名
〔
ギ
リ
シ
ア
語
由
来
の
名
〕
―
―
セ
ヴ
ァ
ス
ト

ポ
リ
、
シ
ン
フ
ェ
ロ
ポ
リ
、
エ
フ
パ
ト
リ
ア
―
―
が
付
け
ら
れ
た
」［
二
一
六
］。
こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
人
の
襲
来
は
、
古

代
以
来
、
歴
史
的
に
形
成
、
な
い
し
醸
成
さ
れ
て
き
た
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
を
決
定
的
に
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

す
で
に
一
九
〇
七
年
に
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
こ
の
古
代
の
土
地
が
〔
…
…
〕
こ
の
ロ
シ
ア
支
配
の
世

紀
以
上
に
完
全
な
荒
廃
の
時
代
を
経
験
し
た
こ
と
は
ま
ず
あ
る
ま
い
」⓴
。

　

以
上
の
よ
う
な
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
歴
史
解
釈
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
的
図
式
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
用
い
る
「
閉
鎖
海
」、
お
よ
び
「
ハ
ー
ト
ラ
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ン
ド
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
シ
ー
・
パ
ワ
ー
と
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
が
対
峙
し
て
い
る

場
合
に
、
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
の
方
が
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
基
地
と
な
り
う
る
沿
岸
地
帯
の
拠
点
を
完
全
に
支
配
し
て
し
ま

え
ば
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
は
そ
の
一
帯
に
対
し
て
は
無
力
と
な
り
、
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
は
そ
の
海
を
内

陸
か
ら
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
た
海
を
「
閉
鎖
海 a closed sea

」
と
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る

［
Ｄ
：
四
四
―
四
八
］。
一
方
、「
大
陸
の
心ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

臓
地
帯
」
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
平
原
か
ら
イ
ラ
ン
高
原
ま
で
の
、
海
か
ら
の
交

通
に
よ
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
が
不
可
能
な
巨
大
な
地
域
を
指
す
［
Ｄ
：
九
〇
］（
ジ
ー
コ
エ
・
ポ
ー
レ
が
そ
の
一
部
を
な
し

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
）。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
が
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
押
さ
え
た
上
で
、

各
地
の
海
を
閉
鎖
海
に
し
て
ゆ
く
な
ら
、
そ
れ
は
シ
ー
・
パ
ワ
ー
が
到
底
対
抗
し
え
な
い
強
大
な
勢
力
と
な
る
こ
と
に
な

る
。

　

そ
し
て
、
そ
う
し
た
事
態
は
、
実
際
に
黒
海
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
っ
た
。「
ロ
ー
マ
の
全
盛
時
代
に
は
、

船
乗
り
の
領
分
が
黒
海
の
北
岸
ま
で
拡
張
さ
れ
た
が
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
時
代
に
は
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
―
―
騎
馬
民

族
の
領
域
―
―
が
〔
バ
ル
カ
ン
半
島
の
〕
デ
ィ
ナ
ル
ア
ル
プ
ス
と
〔
ト
ル
コ
南
部
の
〕
ト
ロ
ス
山
脈
の
線
ま
で
押
し
進
め

ら
れ
た
」［
Ｄ
：
一
二
五
―
一
二
六
］。
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
も
述
べ
る
通
り
、
黒
海
は
ク
リ
ミ
ア
を
含
む
北
岸
に
到
る
ま
で
、

か
つ
て
は
地
中
海
の
内
海
文
明
圏
の
一
部
を
な
し
た
が
、
そ
の
沿
岸
一
帯
が
強
力
な
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
閉
鎖
海
（
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
口
の
な
い
袋
」）
と
な
り
う
る
。「
と
す
れ
ば
、
む

し
ろ
い
っ
そ
黒
海
沿
岸
の
す
べ
て
が
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
属
す
る
と
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」［
Ｄ
：
一
二
六
］。

そ
し
て
、
こ
の
黒
海
閉
鎖
海
化
の
事
業
を
ト
ル
コ
か
ら
受
け
継
い
だ
の
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
外
へ
出
る
最
も
自
然
な
道
は
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
、
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
の
両
海
峡
を
通
過
す
る
海
の
ル
ー
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ト
で
あ
る
。
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
は
黒
海
を
そ
の
最
前
線
と
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
を
地

中
海
の
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
た
め
の
出
先
の
根
拠
地
と
し
て
、
草
原
の
ス
キ
タ
イ
人
に
そ
な
え
た
。
が
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世

〔
…
…
〕
治
下
の
ロ
シ
ア
は
、
い
わ
ば
こ
の
政
策
を
逆
手
に
取
っ
て
、
黒
海
と
そ
の
南
側
の
出
口
と
を
支
配
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
の
限
界
を
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
地
方
ま
で
ひ
ろ
げ
よ
う
と
し
た
」［
Ｄ
：
一
五
八
］。
こ
こ
で
言

わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
八
三
三
年
に
露
土
間
で
結
ば
れ
た
ウ
ン
キ
ャ
ル
・
ス
ケ
レ
ッ
シ
条
約
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

よ
り
い
わ
ゆ
る
「
海
峡
問
題
」
が
持
ち
上
が
り
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
へ
の
伏
線
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
黒
海
の
閉
鎖
海
化
の
試
み
が
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
強
固
で
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
し
て
の
基
盤
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
国

に
よ
る
カ
ザ
ン
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
併
合
、
続
く
シ
ベ
リ
ア
遠
征
に
し
て
か
ら
が
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
に
よ

る
領
土
拡
大
と
は
、
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
そ
も
そ
も
中
世
の
終
わ
り
頃
に
、
ロ
シ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
達
が
最

初
に
ス
テ
ッ
プ
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
大
き
な
革
命
が
起
こ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
よ
り
前
の

タ
タ
ー
ル
人
は
、
ア
ラ
ビ
ア
人
と
同
じ
よ
う
に
、
永
続
性
の
あ
る
帝
国
を
建
設
す
る
〔to found a lasting Em

pire

〕
の

に
必
要
な
マ
ン
・
パ
ワ
ー
の
基
礎
に
欠
け
て
い
た
か
ら
だ
」［
Ｄ
：
一
二
八；

一
三
六
］。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
前
の
ラ
ン

ド
・
パ
ワ
ー
の
主
要
勢
力
、
す
な
わ
ち
「
騎
馬
民
族
」
の
領
土
拡
大
と
は
異
な
り
、
ロ
シ
ア
の
場
合
、「
コ
サ
ッ
ク
の
背

後
に
は
〔behind the Cossacks

〕」
定
住
民
族
、
す
な
わ
ち
「
ロ
シ
ア
の
農
民
達
」
の
「
マ
ン
・
パ
ワ
ー
」
が
基
礎
と
し

て
あ
り
、「
そ
れ
が
現
在
バ
ル
ト
海
か
ら
黒
海
に
か
け
て
、
億
を
も
っ
て
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
」［
Ｄ
：
一
二
八；

一
三
六
―
一
三
七
］㉑
。
こ
の
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
叙
述
は
モ
ス
ク
ワ
の
東
進
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
、
先
に

引
い
た
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
ク
リ
ミ
ア
に
関
す
る
叙
述
と
の
類
似
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。「
彼
ら
の
背
後
に
あ
る
の
は
〔za ikh 
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spinoj

〕、
遊
牧
民
族
と
い
う
不
安
定
で
流
動
的
な
水
〔zybkie i tekuchie vody kochevogo naroda

〕
で
は
な
く
、
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
国
と
い
う
重
厚
な
土
台
〔tjazhelye fundam
enty Sankt-Peterburgskoj im

perii

〕 

だ
か
ら
で
あ
る
」

［
二
一
五
］。

　

こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
と
は
、
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
た
る
ロ
シ
ア
が
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
一
つ
の

拠
点
を
押
さ
え
た
上
で
、
そ
こ
、
す
な
わ
ち
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
中
心
と
し
た
帝
国
を
築
き
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、

今
度
は
黒
海
を
閉
鎖
海
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
言
う
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
の
特
質
が
海
と
陸

と
の
相
互
浸
透
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
ク
リ
ミ
ア
の
（
物
質
的
、
ま
た
精
神
的
な
）
土
壌
の
荒
廃
を
意
味
し
た
。
一
方
、

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
ロ
シ
ア
の
こ
の
試
み
が
成
功
す
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
は
バ
ル
ト
海
か
ら
黒
海
に
到

る
一
帯
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
「
東
欧
」
と
呼
ぶ
一
帯
を
制
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
接
す
る
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
を
も
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
制
し
て
し
ま
え
ば
、「
現
在
す
で
に
〔
…
…
〕
理
論

上
ひ
と
つ
な
が
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
事
実
に
お
い
て
も
ま
た
一
つ
の
島
」、
す
な
わ
ち
「
世
ワ
ー
ル
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド

界
島
」
と
な
っ
て
い

る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
三
大
陸
」［
Ｄ
：
七
七
］
を
制
す
る
可
能
性
も
見
え
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
知
ら
れ
る
通
り
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。「
東
欧
を
支
配
す
る
も
の
は
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
を
制
し
／
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
支
配
す
る
も
の
は
世
界
島
を
制
し
／
世
界
島
を
支
配
す
る
も
の
は
世
界
を
制
す
」

［
Ｄ
：
一
七
七
］。
日
露
戦
争
に
続
く
第
一
次
世
界
大
戦
と
は
、
こ
の
東
欧
の
地
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
と
の
争
い

に
他
な
ら
な
い
の
だ
っ
た
。
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三
．
ク
リ
ミ
ア
の
未
来

　

し
た
が
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
教
訓
と
は
、「
東
欧
に
お
け
る
ド
イ
ツ
と
ス
ラ
ブ
間
の
問
題
に
最
終
的
な
結
末
」

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
［
Ｄ
：
一
七
六
］、
そ
の
た
め
に
「
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
あ
い
だ
に
複
数
の
独

立
国
家
か
ら
な
る
中
間
層
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
［
Ｄ
：
一
八
六
］、
そ
し
て
、「
東
欧
と
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
君
臨
す
る
大

国
が
海
洋
に
お
け
る
戦
争
の
準
備
を
進
め
る
場
所
は
、
バ
ル
ト
海
と
黒
海
の
内
部
」
で
あ
る
ゆ
え
、
両
海
へ
の
出
口
は

「
な
ん
ら
か
の
方
法
で
国
際
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」［
Ｄ
：
二
〇
四
］
と
い
う
こ
と
で
あ
る
㉒
。
そ
こ
で
マ
ッ
キ
ン

ダ
ー
は
、
大
戦
後
の
国
際
連
盟
創
設
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
な
う
。

こ
こ
で
い
っ
そ
の
こ
と
提
案
し
た
い
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
と
い
う
由
緒
の
古
い
歴
史
的
な
都
市
を
国
際
連
盟

の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
／
世
界
島
を
カ
バ
ー
す
る
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
た

今
日
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
は
、
汽
車
で
も
、
汽
船
で
も
、
ま
た
飛
行
機
で
も
行
け
る
、
世
界
で
最
も
便
利
な
場

所
〔one of the m

ost accessible places on the globe

〕
に
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
を
中
心
に
し
て
、
わ
れ
わ

れ
西
欧
の
主
要
な
国
民
は
、
こ
れ
ま
で
数
世
紀
間
ま
さ
に
最
大
限
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
〔
諸
〕
地
域
、
人
類
全
体
の
な
か

で
も
と
り
わ
け
光
明
を
必
要
と
し
て
い
る
〔
諸
〕
地
方
に
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

プ
ル
を
中
心
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
西
洋
と
東
洋
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
自
由
な
海
洋
の
力
を
永
久
的
に
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

に
〝
浸
透
〟
さ
せ
る
こ
と
も
〔perm

anently penetrate the H
eartland w

ith oceanic freedom

〕、
ま
た
可
能
だ
ろ
う
」

［
Ｄ
：
二
〇
四
―
二
〇
五；

二
一
五
―
二
一
六
］。
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含
蓄
に
富
ん
だ
一
節
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
と
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
の
「
浸
透
」
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
無
論
、
こ
れ
は
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
に
独
占
さ
せ
な
い
た
め
の
戦
略
と

し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
一
九
一
九
年
当
時
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が
連
合
国
の
占
領
下
に
あ
る
状
況
で

の
こ
の
発
言
が
ど
れ
ほ
ど
フ
ェ
ア
で
あ
る
の
か
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
が
、
し
か
し
、
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
の

特
性
を
海
と
陸
と
の
相
互
浸
透
と
す
る
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
記
述
と
の
類
似
は
、
や
は
り
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
。

　

一
方
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
ク
リ
ミ
ア
に
つ
い
て
、
一
九
二
五
年
（
ち
な
み
に
二
三
年
に
ト
ル
コ
共
和
国
が
成
立
し
て
い

る
）
の
時
点
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ク
リ
ミ
ア
が
そ
の
歴
史
の
す
べ
て
の
期
間
を
通
じ
て
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
に
よ
る
征
服
の
時
代
ほ
ど
の
荒
廃
を
経
験
し
た
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
一
度
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
民
族
と
苛
烈
な
帝
国
的
政
策
〔tjazhelaja im

perskaja 

politika

〕
だ
け
の
咎
で
は
な
く
、
ク
リ
ミ
ア
が
自
由
な
海
の
道
か
ら
〔ot svobodnykh m

orskikh putej

〕、
す
な
わ
ち
生

命
を
吹
き
込
む
、
地
中
海
の
呼
気
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
だ
。
も
う
二
世
紀
も
の
間
、
ク
リ
ミ
ア
は
岸
に

引
き
揚
げ
ら
れ
た
魚
の
よ
う
に
喘
い
で
い
る
。
／
か
つ
て
の
隊
商
の
道
に
沿
っ
て
北
緯
四
十
五
度
鉄
道
が
通
る
と
き
に
の

み
、
ク
リ
ミ
ア
は
え
ら
を
肺
に
変
え
、
存
分
に
呼
吸
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」［
二
一
九
］。

　

こ
こ
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ソ
連
邦
成
立
後
の
一
九
二
五
年
に
も
、
ク
リ
ミ
ア
が
半
島
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
ク
リ
ミ
ア
の
土
地
は
い
ま
だ
荒
廃
し
た
ま
ま
だ
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
は
、
ク
リ
ミ
ア
に
再
び
「
地
中
海
の
呼
気
」
が
吹
き
込
ま
れ
る
可
能
性
に
つ

い
て
は
否
定
的
に
考
え
て
い
る
か
に
見
え
る
。
そ
こ
で
彼
は
陸
か
ら
の
変
化
に
期
待
し
、
ク
リ
ミ
ア
が
「
え
ら
を
肺
に
変

え
る
」
こ
と
に
希
望
を
見
い
だ
す
の
だ
が
、
そ
れ
が
北
緯
四
十
五
度
鉄
道
で
あ
る
。

　

当
時
の
国
際
社
会
の
地
政
学
的
布
置
に
お
け
る
鉄
道
網
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
上
に
引
用
し
た
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
く

だ
り
で
も
強
調
さ
れ
て
お
り
、
特
に
彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
パ
リ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
間
を
結
ぶ
、
い
わ
ゆ
る

オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
言
う
北
緯
四
十
五
度
鉄
道
は
、「
か
つ
て
の

隊
商
の
道 staryj karavannyj put'

」［
二
一
二
］、
す
な
わ
ち
、
ク
リ
ミ
ア
の
草ス

テ
ッ
プ原
か
ら
キ
ン
メ
リ
ア
・
ボ
ス
ポ
ロ
ス
（
ケ

ル
チ
海
峡
の
ギ
リ
シ
ア
名
）
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
カ
フ
カ
ス
、
ペ
ル
シ
ア
を
経
て
、
イ
ン
ド
へ
と
到
る
道
に
沿
っ
て
敷
か

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
は
、
十
六
世
紀
前
夜
、「
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
近
東
を
経
る
あ
ら
ゆ
る
交
易
路
の
上
に
鎮
座

し
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
新
た
な
海
路
を
発
見
す
る
と
」
寂
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
し
か
し
、「
こ
の
陸
路
へ
の
需
要

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
」［
二
一
二
］
く
、
と
く
に
イ
ン
ド
の
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ

の
イ
ン
ド
へ
の
通
路
と
い
う
点
で
東
地
中
海
に
利
害
を
有
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
た
め
に
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
参
戦

し
た
の
で
あ
り
、
一
八
五
六
年
、
戦
後
の
パ
リ
条
約
で
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
返
還
と
引
き
換
え
に
、
イ
ギ

リ
ス
に
よ
っ
て
ク
リ
ミ
ア
に
「
イ
ン
ド
電
信
」
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
電
柱
は
フ
ェ
オ
ド
シ
ア
か
ら
シ
ン

フ
ェ
ロ
ポ
リ
に
向
か
う
街
道
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
街
道
を
外
れ
て
さ
ら
に
イ
ン
ド
電
信
に
沿
っ
て
ゆ
く
と
ぶ
つ

か
る
二
つ
の
谷
、「
イ
ン
ド
ル Indol

」
は
、
タ
タ
ー
ル
語
で
「
イ
ン
ド
へ
の
道
」
を
意
味
す
る
の
だ
っ
た
［
二
一
二
］。

　

そ
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
は
、「
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
の
圧
力
と
要
望
に
よ
り
、〔
ロ
シ
ア
〕
帝
国
政
府
は
す
で
に

北
緯
四
十
五
度
鉄
道
の
実
現
に
着
手
し
て
い
た
」［
二
一
二
―
二
一
三
］㉓
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
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ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
走
り
、
ク
リ
ミ
ア
か
ら
ケ
ル
チ
海
峡
の
橋
を
渡
り
、
ト
ル

コ
、
ペ
ル
シ
ア
を
抜
け
、
イ
ン
ド
に
到
着
す
る
経
路
を
予
定
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
は
ケ
ル
チ
海
峡
に
懸
け
る
橋
の
位
置
ま

で
決
め
て
い
た
が
、
続
く
内
戦
と
新
た
な
政
治
状
況
の
た
め
に
計
画
は
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン

は
「
こ
の
鉄
道
が
早
晩
、
か
つ
て
の
隊
商
の
道
に
敷
か
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
疑
い
が
な
い
」
と
し
て
、「
そ
の
と
き
に

は
ク
リ
ミ
ア
は
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
鉄
道
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ク
リ
ミ
ア
の
交
易

上
、
お
よ
び
政
治
上
の
意
義
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」［
二
一
三
］
と
述
べ
て
い
る
。

　

結
局
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
願
い
は
（
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
提
案
と
共
に
）
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
重
要
な
の
は
彼

の
地
詩
学
的
な
思
考
様
式
の
方
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
北
緯
四
十
五
度
鉄
道
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ク

リ
ミ
ア
の
未
来
は
、
一
見
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
密
接
に
、
そ
の
過
去
と
結
び
つ
い
て
い
る
」［
二
一
三
］。
つ
ま
り
、
い

わ
ば
「
十
六
世
紀
以
後
」
に
根
を
持
つ
帝
国
主
義
的
な
、
地
政
学
上
の
構
図
も
、「
十
六
世
紀
以
前
」
と
い
う
「
過
去
」

に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
構
図
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
そ
の
「
未
来
」
は
、
現
在
の
う
ち
に

秘
め
ら
れ
て
い
る
「
過
去
」
を
回
復
す
る
こ
と
で
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
過
去
」
と
は
、
今
の
場
合

は
「
か、

、

、

、

つ
て
の
隊
商
の
道、

」、
す
な
わ
ち
、
地
理
、
地
形
、
地
名
と
し
て
、
土
地
に
物マ

テ
リ
ア
ル

質
的
な
形
で
刻
ま
れ
た
痕
跡
で
あ

る
。
地
政
学
も
、
地
詩
学
も
、
そ
う
し
た
痕
跡
に
対
し
て
と
り
う
る
二
つ
の
関
係
、
な
い
し
態
度
な
の
だ
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
日
露
戦
争
お
よ
び
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
出
来
事
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
一
時
期
に
お
け
る
、
ク
リ
ミ
ア
を

め
ぐ
る
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
と
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
言
説
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
（
ロ
シ
ア
東
端
と
西
端
で
の
）
戦

争
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
世
界
の
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
新
た
な
均
衡
関
係
の
中
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で
、
ロ
シ
ア
を
一
つ
の
軸
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ラ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
帝
国
と
し
て
の
基
盤
は
、
ぺ
テ

ル
ブ
ル
グ
と
ク
リ
ミ
ア
と
い
う
二
つ
の
（
北
と
南
の
）
焦
点
を
有
し
て
い
た
。
一
方
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
個
人
的
生
に
お

い
て
、
こ
の
時
期
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
コ
ク
テ
ベ
リ
へ
の
、
す
な
わ
ち
「
塔
」
か
ら
「
詩
人
の
家
」
へ
の
移
動
の
時
期

で
あ
り
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
詩
壇
の
状
況
に
照
ら
す
な
ら
、
象
徴
主
義
か
ら
ポ
ス
ト
象
徴
主
義
（
コ
ク
テ
ベ
リ
で
ヴ
ォ
ロ
ー

シ
ン
の
薫
陶
を
受
け
た
Ｍ
・
ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
や
Ｏ
・
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
ら
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
㉔

）
へ
の
移
行
と

対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
が
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
同
時
に
、「
血
の
日
曜
日
」（
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
号
の
叛
乱
が

思
い
出
さ
れ
る
）
か
ら
ロ
シ
ア
革
命
に
到
る
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
理
的
布
置
の
力
学
に
よ
る
歴
史
の
進
展
は
、
幾
重
も
の
層
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
重
層
性

の
中
で
こ
そ
、
地
政
学
も
、
ま
た
地
詩
学
も
成
立
す
る
の
だ
と
言
え
る
。
両
者
の
違
い
は
、
戦
略
の
た
め
の
筋メ
ソ
ッ
ド道

と
し
て

機
能
す
る
地
政
学
が
、
こ
の
重
層
性
の
中
で
、
最
終
的
に
は
一
元
的
な
決
定
性
を
目
指
す
の
に
対
し
、
地
詩
学
は
そ
う
し

た
重
層
性
、
多
元
性
の
み
を
志
向
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
四
年
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
り
ク
リ
ミ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
へ
移
管
さ
れ
た
後
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
は
崩
壊
し
、
今
日
、
半
島
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
内
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
ク
リ
ミ
ア
の
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
う
し
た
状

況
の
中
に
あ
っ
て
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
う
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
た
だ
、
地
政
学
と
地
詩
学
を
自
ら
の
う
ち
に
分
か
ち
が
た
く
保
っ
て
ゆ
く
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
脱
稿
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
、
お
よ
び
そ
れ

に
続
く
ク
リ
ミ
ア
情
勢
の
緊
迫
化
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
的
詩
学
の
意
味
も
、
こ
う
し
た
状
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１ 

曽
村
保
信
『
地
政
学
入
門
：
外
交
戦
略
の
政
治
学
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
九
年
（
初
版
一
九
八
四
年
）、
八
六
―
八
七
頁
。

「
地
政
学
」
と
い
う
用
語
自
体
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
理
学
者
ル
ド
ル
フ
・
チ
ェ
レ
ー
ン
（
一
八
六
四
―
一
九
二
二
）
が

一
九
〇
五
年
に
提
唱
し
た
（
同
書
、
八
六
頁
）。

２ V. G
olovanov, G

. G
rineva, “G

eopoetika K
enneta U

ajta” [w
w

w
.liter.net/geopoetics/golov.htm

l#].

３ 

ち
な
み
に
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
一
九
一
九
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
、「
南
ロ
シ
ア
に
お
け
る
英
国
の
高
等
弁
務
官
と
し
て

オ
デ
ッ
サ
に
駐
在
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
に
対
抗
す
る
白
ロ
シ
ア
軍
〔
白
軍
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
―
―
引
用
者
〕
の
勢
力
を
ま
と

め
る
こ
と
に
苦
労
し
た
」
と
い
う
が
（
Ｈ
・
Ｊ
・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
（
曽
村
保
信
訳
）『
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
：
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
理
想
と
現
実
』
原
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
三
一
六
頁
）、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
も
一
九
一
九
年
、
五
月
ま
で
オ
デ
ッ
サ
に
滞

在
し
て
い
た
。

４ 

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
『
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
』、
三
一
五
頁
。

５ 

曽
村
『
地
政
学
入
門
』、
一
五
頁
。

６ 

Ａ
・
Ｔ
・
マ
ハ
ン
（
麻
田
貞
雄
編
・
訳
）『
マ
ハ
ン
海
上
権
力
論
集
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
二
二
五
―

二
二
八
頁
。

７ 

同
右
、
四
四
―
五
五
頁
。

８ 

曽
村
『
地
政
学
入
門
』、
六
二
頁
。

９ 

ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
そ
の
ク
リ
ミ
ア
観
を
披
歴
し
て
い
る
の
は
、
主
に
以
下
の
評
論
に
お
い
て
で
あ
る
。M

. Voloshin, “K
. F. 

Bogaevskij,” Zolotoe runo, no.10 (1907); “A
rkhaizm

 v russkoj zhivopisi. Rerikh, Bogaevskij, Bakst,” Apollon, no.1 (1909); 
“K

onstantin Bogaevskij,” Apollon, no.6 (1912). 

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
地
詩
学
的
ク
リ
ミ
ア
解
釈
は
、
個
々
の
絵

画
評
論
の
中
で
折
に
ふ
れ
て
表
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
ま
と
ま
っ
た
形
に
集
成
し
た
の
が
、
後
述
す
る
一
九
二
五
年
の

『
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
、
芸
術
、
史
跡
』
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
彼
の
地
詩
学
的
言
説
は
、
他
の
絵
画
評
論
に
お
い
て
も
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
画
家
サ
リ
ヤ
ン
に
つ
い
て
の
評
論
『
Ｍ
・
Ｓ
・
サ
リ
ヤ
ン
』（
一
九
一
三
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

況
の
中
で
問
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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の
第
一
章
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
「
ア
ジ
ア
の
巨
大
な
身
体
」
に
育
っ
た
寄
生
植
物
と
定
義
さ
れ
、

全
体
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
文
化
的
関
係
の
地
詩
学
的
記
述
と
な
っ
て
い
る
（M

. Voloshin, Sobranie sochinenij. T.5 
(M

oscow
: Ellis Lak 2000, 2007), pp.149-150

）。

⓾ G
olovanov, G

rineva, “G
eopoetika K

enneta U
ajta”.

⓫ A
. M

al'gin, “M
oskovskij K

rym
 m

ezhdu geopolitikoj i goepoetikoj. Zam
etki s “kruglogo stola” K

rym
skogo 

geopoeticheskogo kluba” [http://ok.archipelag.ru/part2/m
oskovskiy-krim

.htm
]. 

⓬ I. Sid, “O
 vole k Voloshinu,” Vvedenie v geopoetiku (M

oscow
: A

rtH
ouse m

edia, K
rym

skij klub, 2013), p.71. 

こ
の
論
集
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
地
詩
学
の
二
〇
年
に
わ
た
る
活
動
を
概
観
で
き
る
、
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
文
献
と
思
わ

れ
る
。
ケ
ネ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
の
エ
ッ
セ
ー
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
抜
粋
、
ロ
シ
ア
地
詩
学
を
代
表
す
る
論
客
イ
ー
ゴ
リ
・

シ
ッ
ド
と
ユ
ー
リ
イ
・
ア
ン
ド
ル
ホ
ヴ
ィ
チ Yurij A

ndrukhovich

の
諸
論
考
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
第
一
回
（
一
九
九
六
年
）、

第
二
回
（
二
〇
〇
九
年
）
地
詩
学
学
会
で
の
議
論
、
二
〇
一
〇
年
に
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
論
集
『（
複
数
の
）
地
詩
学 

G
eopoetiken

』
の
巻
頭
論
文
の
翻
訳
等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
地
詩
学
に
お
け
る
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
以
下
も
参
照
。G

. D
ajs “K

ul’turtregery i trikstery nachala veka. M
aksim

ilian Voloshin, Igor’ Sid” [http://w
w

w.polutona.
ru/?show

=reflect&
num

ber=25&
id=307].

⓭ 

シ
ッ
ド
は
自
ら
の
地
詩
学
を
ホ
ワ
イ
ト
の
そ
れ
に
対
し
て
「
実
践
的
地
詩
学
」
と
呼
び
、
そ
れ
は
「
人
類
の
、
権
力
へ
の
意

志
か
ら
創
造
的
意
志
の
時
代
へ
の
移
行
を
確
証
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（M

al'gin, “M
oskovskij K

rym
 m

ezhdu geopolitikoj i 
goepoetikoj”

）。

⓮ 

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
斉
藤
毅
「
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
キ
ン
メ
リ
ヤ
―
―
初
期
評
論
、
お

よ
び
連
作
詩
『
キ
ン
メ
リ
ヤ
の
夕
闇
』
か
ら
」、『
ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア
文
学
研
究
』
三
三
、二
〇
〇
三
年
、
二
三
―
二
四
頁
。

⓯ 

斉
藤
「
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
キ
ン
メ
リ
ヤ
」、
一
九
―
二
一
頁
。

⓰ 

同
右
、
二
二
―
二
三
頁
。

⓱ 

以
下
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
『
歴
史
の
地
理
学
的
な
回
転
軸
』、『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
と
現
実
』
か
ら
の
引
用
は
、
マ
ッ
キ

ン
ダ
ー
『
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の
地
政
学
』
か
ら
行
な
い
、
前
者
を
Ｇ
、
後
者
を
Ｄ
と
略
記
し
て
、
頁
数
を
本
文
中
に
示
す
。
ま

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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た
、
後
者
の
英
語
原
文
か
ら
の
引
用
は
以
下
か
ら
行
な
い
、
頁
数
を
邦
訳
の
頁
数
の
後
に
本
文
中
に
示
す
。H

. J. M
ackinder, 

D
em

ocratic Ideals and Reality : A Study in the Politics of Reconstruction (N
ew

 York: H
. H

olt and com
pany, 1919). 

ヴ
ォ
ロ
ー

シ
ン
の
『
ク
リ
ミ
ア
の
文
化
、
芸
術
、
史
跡
』
か
ら
の
引
用
は
以
下
か
ら
行
な
い
、
頁
数
を
本
文
中
に
示
す
。M

. Voloshin, 
K

oktebel'skie berega (Sim
feropol': Tavrija, 1990). 

こ
の
文
章
は
『
ク
リ
ミ
ア
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（K

rym
: Putevoditel' 

(M
oscow, Leningrad: Zem

lja i Fabrika, 1925)

）
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
註
九
を
参
照
）。

⓲ 

ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
、
十
六
世
紀
に
お
け
る
西
欧
諸
国
の
外
洋
へ
の
進
出
と
、
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ

ア
遠
征
と
の
平
行
関
係
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
大
航
海
時
代
」
と
い
う
よ
り
は
、
海
に
し
ろ
陸
に
し
ろ
、
歴
史
に
お
い
て
初
め

て
無
限
で
空
虚
な
空
間
が
出
現
し
た
「
空
間
革
命
」
の
時
代
と
し
て
い
る
（
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
生
松
敬
三
、
前
野
光
弘
訳
）

『
海
と
陸
と　
世
界
史
的
一
考
察
』
慈
学
社
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
七
二
―
七
九
頁
（
原
著
は
一
九
五
四
年
刊
））。
こ
の
「
空

間
革
命
」
を
、
近
代
に
お
け
る
空
間
の
デ
カ
ル
ト
的
な
座
標
軸
へ
の
抽
象
化
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
ち
な

み
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
主
宰
の
『
地
政
学
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
者
で
も
あ
っ
た
（
曽
村
『
地
政
学
入
門
』、

一
八
一
頁
）。

⓳ 

ち
な
み
に
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
の
連
作
詩
『
キ
ン
メ
リ
ヤ
の
夕
闇
』
の
第
八
篇
は “M

are Internum
” 

と
題
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

一
九
二
〇
年
に
は “D

ikoe Pole” 
と
い
う
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。

⓴ Voloshin, “K
. F. Bogaevskij,” p.27.

㉑ 

こ
の
点
に
関
し
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。「
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
こ
っ
た
社
会
的
な
変

化
の
な
か
で
、
あ
ま
り
眼
に
は
つ
か
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
最
大
級
の
意
味
を
も
つ
も
の
は
、
ロ
シ
ア
農
民
の
南
方
移
住
と

い
う
現
象
だ
ろ
う
。〔
…
…
〕 

オ
デ
ッ
サ
の
勃
興
も
ま
た
ほ
ぼ
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
町
の
成
長
の
早
さ
に
か
な

う
も
の
は
、
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
新
興
都
市
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
」［
Ｇ
：
二
七
五
―
二
七
六
］。
こ
れ
は
、
一
八
六
七
年

に
オ
デ
ッ
サ
を
訪
問
し
た
際
の
Ｍ
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
次
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
ト
ウ
ェ
イ

ン
を
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
）。「
こ
の
街
の
人
口
は
十
三
万
三
千
人
で
、
ア
メ
リ
カ
を
べ
つ
に
す
れ
ば
、
ほ
か
の
ど
ん
な
小
都

市
で
も
こ
れ
ほ
ど
急
速
に
発
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
」（
Ｍ
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
（
吉
岡
栄
一
他
訳
）『
地
中
海
遊
覧
記
：
下
』

彩
流
社
、
一
九
九
七
年
、
一
一
一
頁
）。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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第三章　地政学と地詩学の見地から見たクリミア

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

㉒ 

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
、
他
に
国
際
化
が
必
要
な
地
域
と
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
シ
リ
ア
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
最
近
〔
一
九
一
九
年
当
時
〕
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
が
国
際
的
な
信
託
を
受
け
る
了
解
が
成
り
立
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
［
Ｄ
：
二
〇
四
］。

㉓ 

「
北
緯
四
十
五
度
鉄
道
」
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
鉄
道
が
通
過
す
る
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
そ
し
て
ク
リ
ミ
ア

半
島
が
ち
ょ
う
ど
北
緯
四
十
五
度
、
す
な
わ
ち
赤
道
と
北
極
の
中
間
点
に
位
置
す
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

㉔ 

マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
が
「
詩
人
の
家
」
に
お
い
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
リ
ミ
ア
の
風
土
の
、
彼
の
詩
学
へ
の
影
響
、

同
様
に
「
詩
人
の
家
」
で
出
会
っ
た
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
と
ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
と
の
創
造
的
交
流
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

以
下
の
拙
論
を
参
照
。
斉
藤
毅
「『
異
な
る
も
の
』
の
時
間
―
―
ツ
ェ
ラ
ー
ン
に
読
ま
れ
た
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
」、『
表
象
』

〇
六
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
三
頁
、 「
Ｏ
・
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
『Tristia

』
冒
頭
の
諸
詩
篇
に
お
け
る
革
命
、
流
刑
、
性
愛
の

モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
」、『SLAV

ISTIK
A

』X
V

、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
二
―
一
三
五
頁
。
し
か
し
、
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
と

ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
の
ケ
ー
ス
は
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
ず
、
一
般
に
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
が
没
す
る
一
九
三
〇
年
代
ま
で
ロ
シ
ア
文
化

全
般
に
お
い
て
「
詩
人
の
家
」
が
担
っ
た
役
割
を
も
っ
と
高
く
評
価
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
・
ベ
ー
ル
イ
に
よ
れ
ば
、
化
学

者
Ｓ
・
レ
ー
ベ
デ
フ
の
よ
う
な
学
者
た
ち
の
何
人
か
は
、
世
界
的
発
見
の
着
想
を
「
詩
人
の
家
」
で
得
た
と
い
う
（A

. Belyj, 
“D

om
-m

uzej M
. A

. Voloshina,” V. K
upchenko and Z. D

avidov, eds., Vospom
inanija o M

aksim
iliane Voloshine (M

oscow
: 

Sovetskij pisatel’, 1990), p.507

）。
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